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二
〇
一
四
年
一
一
月
二
八
日

大
島
航
路

宮
城
県
漁
協
女
性
部
の
会
長
さ
ん
は
気
仙
沼
大
島
の
在
住
で
、
以
前
に
話
す
機
会
が
あ
っ
た
時
、
大
島
に
来
た
ら
「
亀
山
荘
」
と
い

う
旅
館
に
泊
ま
る
と
い
い
と
勧
め
ら
れ
て
い
た
。
宮
城
県
内
の
カ
キ
養
殖
の
調
査
の
一
環
で
気
仙
沼
大
島
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
、
南
三
陸
町
の
戸
倉
地
区
と
歌
津
地
区
の
取
材
を
終
え
て
か
ら
、
そ
の
日
の
夜
は
大
島
に
泊
ま
る
計
画
を
た
て
、
亀
山
荘
に
電
話
を

入
れ
た
と
こ
ろ
満
室
で
あ
っ
た
。
や
む
を
得
ず
計
画
を
断
念
、
戸
倉
の
民
宿
に
泊
ま
っ
た
次
第
だ
。

朝
早
く
、
戸
倉
の
民
宿
「
津
の
宮
荘
」
か
ら
気
仙
沼
に
向
か
っ
た
が
、
復
興
関
連
の
工
事
車
輌
が
多
く
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
渋
滞
が

発
生
、
予
定
の
時
間
よ
り
も
少
し
遅
れ
て
大
島
行
フ
ェ
リ
ー
の
発
着
場
に
着
い
た
。
気
仙
沼
の
エ
ー
ス
ポ
ー
ト
と
大
島
を
結
ぶ
航
路
は

大
島
汽
船
㈱
の
二
隻
の
フ
ェ
リ
ー
が
ほ
ぼ
一
時
間
の
お
き
に
一
日
一
六
便
運
航
、
ま
た
夜
間
の
交
通
船
が
日
に
四
便
就
航
し
て
い
る
。

大
島
の
始
発
は
六
時
、
夜
間
の
気
仙
沼
発
は
二
二
時
三
〇
分
な
の
で
、
大
島
は
ま
っ
た
く
気
仙
沼
の
通
勤
圏
に
な
っ
て
い
る
。

大
島
は
面
積
九
・
〇
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
周
囲
二
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
宮
城
県
に
一
〇
あ
る
有
人
離
島
の
中
で
金
華
山
に
次

い
で
大
き
い
。
気
仙
沼
湾
の
東
に
位
置
し
、
さ
ら
に
大
島
の
東
側
に
は
唐
桑
半
島
が
横
た
わ
る
。
本
土
と
大
島
は
、
大
島
瀬
戸
を
挟
ん

で
狭
い
と
こ
ろ
で
は
わ
ず
か
二
三
〇
メ
ー
ト
ル
し
か
離
れ
て
い
な
い
た
め
、
従
来
か
ら
架
橋
の
計
画
が
あ
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
で
計

画
の
実
現
を
危
ぶ
む
声
も
あ
っ
た
が
、
当
初
通
り
二
〇
一
八
年
の
開
通
を
目
標
に
、
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

気
仙
沼
湾
々
奥
に
位
置
す
る
エ
ー
ス
ポ
ー
ト
を
出
た
フ
ェ
リ
ー
「
ド
リ
ー
ム
大
島
」
は
気
仙
沼
湾
を
南
下
し
、
大
島
の
浦
の
浜
漁
港

（
二
種
）
に
入
っ
た
。
気
仙
沼
漁
港
に
は
サ
ン
マ
漁
船
や
マ
グ
ロ
漁
船
が
数
多
く
碇
泊
、
気
仙
沼
魚
市
場
も
ほ
ぼ
完
全
に
復
旧
し
、
活
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況
を
呈
し
て
い
た
。
湾
の
東
側
は
高
台
移
転
の
土
地
造
成
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
、
赤
褐
色
の
土

砂
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
水
産
加
工
団
地
の
護
岸
は
い
ま
だ
嵩
上
げ
が
終
わ
っ
て
い

な
い
と
こ
ろ
が
随
所
で
み
ら
れ
る
。
再
建
さ
れ
た
建
物
は
ま
ば
ら
で
、
加
工
場
の
復
興
は
遅
れ
て
い

る
。
湾
の
西
側
に
は
カ
キ
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
、
ワ
カ
メ
な
ど
の
養
殖
施
設
が
び
っ
し
り
と
張
り
付
い
て

い
る
。
養
殖
施
設
の
近
く
に
来
る
と
フ
ェ
リ
ー
は
速
度
を
落
と
し
ゆ
っ
く
り
と
進
む
。
気
仙
沼
大
島

ま
で
は
約
二
〇
分
を
要
し
た
。

大
島
の
二
〇
一
〇
年
国
勢
調
査
時
の
人
口
は
三
一
二
五
人
、
世
帯
数
は
一
〇
五
五
戸
で
あ
っ
た
。

震
災
後
の
二
〇
一
四
年
一
二
月
末
時
点
の
人
口
は
二
九
八
〇
人
、
世
帯
数
は
一
〇
九
二
戸
で
、
人
口

は
若
干
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
世
帯
数
は
む
し
ろ
増
え
て
い
る
。

宮
城
県
漁
協
大
島
出
張
所

約
束
の
時
間
を
過
ぎ
て
い
た
の
で
、
漁
協
へ
急
い
だ
。
も
と
も
と
島
単
独
で
大
島
漁
協
が
組
織
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
二
年
に
本

土
側
の
三
漁
協
と
合
併
し
て
気
仙
沼
地
区
漁
協
と
な
り
、
さ
ら
に
二
〇
〇
七
年
の
県
一
漁
協
合
併
で
気
仙
沼
支
所
・
大
島
出
張
所
に
な

っ
た
。
出
張
所
の
事
務
所
は
浦
の
浜
漁
港
に
あ
っ
た
が
、
津
波
で
被
災
し
た
た
め
、
内
陸
部
に
移
転
し
て
い
る
。
漁
協
で
は
、
小
野
寺

さ
ん
（
七
一
歳
）、
小
山
さ
ん
（
七
二
歳
）
が
待
っ
て
い
た
。
早
速
、
事
務
所
の
二
階
に
あ
が
り
、
出
張
所
長
と
と
も
に
話
を
う
か
が

っ
た
。

二
〇
一
四
年
度
の
資
格
審
査
時
の
大
島
の
組
合
員
数
は
正
が
二
四
六
人
、
准
が
四
四
八
人
、
合
わ
せ
て
六
九
四
人
で
あ
る
。
一
世
帯

一
組
合
員
制
を
と
っ
て
い
る
の
で
、
島
の
世
帯
の
七
割
弱
が
組
合
員
に
な
っ
て
い
る
。

大
島
で
は
、
ワ
カ
メ
、
コ
ン
ブ
、
ホ
タ
テ
、
ホ
ヤ
、
カ
キ
の
浅
海
養
殖
と
ア
ワ
ビ
、
ウ
ニ
と
マ
ツ
モ
な
ど
の
海
藻
類
を
対
象
と
す
る

採
貝
藻
、
刺
網＊

、
篭
、
小
型
定
置
網
、
釣
り
な
ど
の
沿
岸
漁
業
が
営
ま
れ
て
い
る
。
震
災
前
の
二
〇
〇
九
年
の
生
産
額
は
五
・
九
億
円

で
あ
り
、
こ
の
う
ち
ワ
カ
メ
養
殖
が
一
・
六
五
億
円
、
カ
キ
が
一
・
四
五
億
円
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
が
〇
・
八
八
億
円
、
そ
の
他
が
二
億
円

気仙沼漁港と大島を結ぶフェリー「ドリーム大島」
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で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
二
〇
一
〇
年
は
チ
リ
沖
地
震
の
津
波
で
被
害
を
受
け
、
四
・
七
億
円
の
大
幅
減
と
な
っ
て
い
た
。

震
災
後
の
二
〇
一
二
年
度
は
ワ
カ
メ
の
単
価
が
著
し
く
よ
か
っ
た
こ
と
か
ら
総
生
産
額
は
一
・
七
九
億
円
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
三

年
度
は
一
転
し
て
ワ
カ
メ
の
単
価
が
下
落
、
こ
の
影
響
で
〇
・
八
九
億
円
に
下
が
っ
た
。
二
〇
一
四
年
度
上
期
は
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
出
荷

が
始
ま
っ
た
お
か
げ
で
一
・
三
〇
億
円
に
な
り
、
二
〇
一
四
年
度
は
二
億
円
を
超
え
る
見
込
み
ま
で
回
復
し
て
き
た
。

大
島
は
マ
グ
ロ
延
縄＊

漁
業
や
北
洋
鮭
鱒
の
遠
洋
漁
業
の
乗
組
員
が
多
か
っ
た
。
島
の
子
ど
も
た
ち
の
多
く
は
水
産
高
校
を
終
え
る
と

遠
洋
漁
業
に
従
事
し
た
。
船
主
は
本
土
側
に
多
く
、
島
は
も
っ
ぱ
ら
乗
組
員
の
供
給
地
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
マ
グ
ロ
延
縄
漁
業
は
儲
か

っ
た
の
で
、
乗
組
員
の
給
料
も
よ
か
っ
た
。
船
で
数
年
働
く
と
家
が
建
っ
た
時
代
も
あ
っ
た
と
い
う
。

小
野
寺
さ
ん
は
地
元
の
水
産
高
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
養
殖
業
に
従
事
、
し
た
が
っ
て
遠
洋
漁
業
の
経
験
は
な
い
。
最
初
は
ノ
リ
養

殖
を
営
み
、
そ
の
後
、
カ
キ
、
ワ
カ
メ
養
殖
に
転
換
、
一
九
八
五
年
ご
ろ
か
ら
ホ
タ
テ
ガ
イ
専
業
に
な
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
は
じ
め

の
気
仙
沼
湾
の
水
質
汚
染
が
ノ
リ
養
殖
か
ら
の
転
換
の
契
機
と
な
っ
た
と
い
う
。

小
山
さ
ん
も
や
は
り
地
元
の
水
産
高
校
を
卒
業
後
、
気
仙
沼
の
冷
蔵
庫
会
社
に
冷
凍
技
師
と
し
て
勤
め
て
い
た
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と

兼
業
で
一
九
六
二
年
か
ら
ワ
カ
メ
養
殖
を
始
め
、
六
〇
歳
で
定
年
退
職
後
、
現
在
は
本
格
的
に
ワ
カ
メ
養
殖
を
営
む
。

漁
協
の
事
務
所
に
は
、
古
文
書
な
ど
の
資
料
が
数
多
く
保
管
さ
れ
て
い
た
。
戦
後
の
漁
業
制
度
改
革
に
関
連
し
た
全
国
調
査
の
時
に

こ
れ
ら
の
資
料
が
発
見
さ
れ
た
。
以
後
、
神
奈
川
大
学
常
民
文
化
研
究
所
が
継
続
的
に
調
査
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
「
大
島
漁
業

協
同
組
合
資
料
文
庫
」
と
名
付
け
ら
れ
て
漁
協
事
務
所
内
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
事
務
所
が
津
波
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
、

こ
の
貴
重
な
資
料
は
水
没
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
神
奈
川
大
学
が
中
心
と
な
り
、
水
没
、
毀
損
し
た
資
料
を
救
出
し
、
現
在
、
古

文
書
の
修
復
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ゆ
く
ゆ
く
は
修
復
し
た
資
料
を
保
管
す
る
収
蔵
庫
が
建
設
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、
漁
協
の

移
転
先
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
た
め
、
具
体
的
な
収
蔵
庫
の
場
所
は
決
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
。

亀
山
と
山
火
事

漁
協
で
話
を
聞
い
て
か
ら
、
島
の
北
側
に
そ
び
え
る
亀
山
に
む
か
っ
た
。
亀
山
は
大
島
を
象
徴
す
る
山
で
、
標
高
二
三
五
メ
ー
ト
ル
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で
あ
る
。
山
頂
ま
で
舗
装
さ
れ
た
道
路
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
車
で
登
る
こ
と
が
で
き
る
。
震
災
以

前
は
山
頂
付
近
ま
で
市
営
の
リ
フ
ト
が
運
行
さ
れ
て
い
た
が
、
震
災
で
被
害
を
受
け
、
撤
去
さ
れ
た
。

山
の
中
腹
に
大
島
神
社
が
あ
る
。
な
ん
で
も
一
二
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
神
社
ら
し
い
。
五

〇
段
ほ
ど
の
石
段
を
登
る
と
、
荘
厳
な
社
殿
が
あ
り
、
境
内
に
は
大
き
な
モ
ミ
ジ
が
見
事
に
紅
葉
し

て
い
た
。
こ
こ
か
ら
島
の
東
側
の
海
が
眺
望
で
き
る
。

外
浜
集
落
へ
の
分
岐
を
過
ぎ
、
さ
ら
に
登
っ
て
い
く
と
、
少
し
焦
げ
た
松
の
切
り
株
が
目
立
ち
始

め
、
そ
の
脇
に
小
さ
な
苗
木
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。
山
肌
に
、「
東
日
本
大
震
災
の
亀
山
火
災
を
忘

れ
る
な
、
気
仙
沼
消
防
署
大
島
出
張
所
」
と
書
か
れ
た
木
柱
が
立
っ
て
い
た
。
震
災
当
夜
の
気
仙
沼

市
街
地
の
火
災
は
記
憶
に
新
し
い
が
、
市
街
地
の
火
災
は
気
仙
沼
湾
を
漂
う
瓦
礫
に
引
火
し
、
そ
の

火
が
本
土
と
大
島
の
間
に
あ
る
大
島
瀬
戸
に
到
達
し
た
。
炎
は
外
浜
地
区
か
ら
亀
山
の
森
林
に
引
火

し
、
火
は
頂
上
に
至
り
、
さ
ら
に
南
側
に
向
か
っ
た
。
当
時
、
北
西
か
ら
東
へ
の
風
が
強
く
、
亀
山

の
半
分
が
焼
け
た
。
島
民
は
小
学
校
に
避
難
し
た
。
す
で
に
、
沖
に
は
米
軍
の
軍
艦
と
自
衛
隊
の
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
が
待
機
し
て
お
り
、

延
焼
が
激
し
い
場
合
、
小
田
の
浜
か
ら
海
上
に
避
難
す
る
予
定
だ
っ
た
と
い
う
。
幸
い
雪
が
降
っ
て
い
た
た
め
、
地
面
の
落
ち
葉
に
火

が
つ
か
ず
、
下
草
と
松
の
樹
皮
を
焦
が
し
た
程
度
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
大
島
の
島
民
は
風
呂
と
水
は
米
軍
艦
の
世
話
に
な
っ
た
と
い

う
。亀

山
の
頂
上
に
は
木
製
の
展
望
台
が
整
備
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
は
三
六
〇
度
の
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
る
。
南
側
に
は
島
の
南
部
の

丘
陵
地
が
手
に
と
る
よ
う
に
連
な
っ
て
い
る
。
西
か
ら
北
側
に
か
け
て
は
気
仙
沼
湾
を
眼
下
に
階は
し
か
み上
か
ら
気
仙
沼
の
市
街
地
が
広
が
り
、

北
側
の
大
島
瀬
戸
に
は
養
殖
筏
や
延
縄
式
養
殖
の
ブ
イ
が
浮
か
ぶ
。

水
産
加
工
団
地
の
あ
る
一
角
は
空
き
地
が
目
立
ち
、
復
興
は
遅
れ
て
い
る
。
東
側
に
は
唐
桑
半
島
が
延
び
、
小
さ
な
湾
ご
と
に
集
落

が
点
在
す
る
。
ち
ょ
う
ど
気
仙
沼
漁
港
か
ら
一
〇
隻
の
大
型
漁
船
が
隊
列
を
組
ん
で
外
海
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。

山火事で焼けた松林の伐採跡
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カ
キ
養
殖

亀
山
か
ら
下
る
道
の
最
初
の
分
岐
に
「
か
き
養
殖
先
覚
者
顕
彰
碑
」
が
建
っ
て
い
る
。
一
九
六
七
年
一
二
月
に
つ
く
ら
れ
た
。
も
と

は
大
島
神
社
の
境
内
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
神
社
拡
張
の
た
め
一
九
九
〇
年
七
月
に
現
在
地
に
移
転
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
地
に
お

け
る
カ
キ
養
殖
は
地
域
経
済
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
こ
と
が
、
こ
の
碑
文
に
現
れ
て
い
る
の
で
、
引
用
し
て
お
こ
う
。

「
カ
キ
養
殖
は
大
正
の
末
頃
鹿
折
浪
坂
出
身
の
小
野
寺
清
氏
に
よ
っ
て
天
然
粒
カ
キ
を
利
用
し
た
地
蒔
式
養
殖＊

法
が
行
わ
れ
て
い
た
。

昭
和
初
期
に
本
県
万
石
浦
及
び
松
島
で
種
カ
キ
の
採
苗
が
始
ま
り
、
こ
れ
を
利
用
し
た
カ
キ
垂
下
養
殖＊

法
は
既
に
万
石
浦
に
お
い
て
試

み
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
方
法
の
極
め
て
有
利
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
小
野
寺
清
氏
ら
先
覚
者
諸
氏
は
い
ち
早
く
こ
れ
ら
の
新
知
識
を

と
り
入
れ
、
気
仙
沼
湾
の
立
地
条
件
に
適
合
す
る
養
殖
法
の
工
夫
に
労
苦
を
傾
け
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
初
め
て
こ
の
方
式
に
よ

る
養
殖
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
以
来
宮
城
県
水
産
試
験
場
及
び
先
進
地
業
界
の
指
導
協
力
を
得
る
ほ
か
、
さ
ら
に
技
術
の
研
究
と
改

良
に
努
力
を
続
け
た
結
果
、
気
仙
沼
湾
を
中
心
に
広
く
各
地
に
普
及
発
展
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
六
五
年
の
気
仙
沼
湾
カ
キ

養
殖
事
業
は
経
営
体
数
七
五
二
戸
、
養
殖
筏
施
設
四
八
九
一
台
、
延
縄
式
施
設
八
五
一
台
、
そ
の
生

産
量
は
一
六
〇
八
ト
ン
に
達
し
て
い
る
。（
…
…
）
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
先
人
の
功

労
に
対
し
敬
意
と
感
謝
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
こ
の
業
績
を
永
く
後
世
に
伝
え
る
も
の
で
あ
る
」。

こ
の
分
岐
を
左
折
し
た
突
き
当
た
り
が
外
浜
の
集
落
で
あ
る
。
大
島
の
最
北
端
に
位
置
し
、
大
島

瀬
戸
に
面
す
る
こ
の
集
落
は
津
波
に
襲
わ
れ
、
一
部
の
家
屋
が
流
さ
れ
た
。
震
災
前
は
一
三
戸
が
ワ

カ
メ
、
カ
キ
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
、
ホ
ヤ
、
コ
ン
ブ
を
養
殖
し
て
い
た
。
し
か
し
、
震
災
後
五
戸
に
減
っ

て
い
る
。
カ
キ
養
殖
は
一
一
経
営
体
が
営
ん
で
い
た
が
、
現
在
は
五
経
営
体
に
減
っ
た
。
こ
の
う
ち

の
三
経
営
体
は
水
産
庁
の
「
が
ん
ば
る
養
殖
復
興
支
援
事
業
」
で
カ
キ
と
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
養
殖
の
再

開
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
三
経
営
体
は
震
災
前
に
カ
キ
養
殖
筏
八
三
台
と
延
縄
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
分

で
あ
っ
た
が
、
事
業
最
終
年
度
に
は
一
〇
五
台
、
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
増
や
す
計
画
で
あ
る
。
現
地

に
は
こ
の
経
営
体
の
共
同
処
理
場
が
建
っ
て
い
た
。

大島瀬戸に浮かぶカキ養殖筏
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震
災
前
の
大
島
全
体
の
カ
キ
養
殖
経
営
体
数
は
二
七
経
営
体
で
、
そ
の
内
訳
は
む
き
身
出
荷
一
九
、
殻
付
出
荷
五
、
両
者
の
兼
業
三

で
あ
っ
た
。
震
災
前
の
二
〇
〇
九
年
の
生
産
額
は
む
き
身
一
・
〇
二
億
円
、
殻
付
〇
・
四
三
億
円
の
あ
わ
せ
て
一
・
四
五
億
円
、
こ
れ

は
ワ
カ
メ
の
一
・
六
五
億
円
に
つ
ぐ
生
産
規
模
で
あ
っ
た
。

震
災
後
カ
キ
養
殖
を
再
開
し
た
の
は
一
二
経
営
体
で
、
残
り
の
一
五
経
営
体
が
廃
業
し
て
い
る
。
震
災
以
前
は
田
尻
、
大
水
、
磯
草
、

外
浜
、
亀
山
の
五
カ
所
に
カ
キ
の
処
理
場
が
あ
っ
た
が
、
津
波
で
す
べ
て
流
失
し
た
。

処
理
場
の
再
建
に
あ
た
っ
て
一
カ
所
に
集
約
化
の
方
針
が
出
さ
れ
た
。
再
建
の
た
め
の
自
己
負
担
額
が
当
初
予
定
よ
り
も
多
く
な
っ

た
こ
と
、
さ
ら
に
一
カ
所
に
集
約
さ
れ
る
と
、
処
理
場
ま
で
通
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
こ
と
が
カ
キ
養
殖
を
や
め
た
原
因
だ
っ
た
。

加
え
て
カ
キ
の
種
苗
を
、
島
周
辺
で
自
家
採
苗
で
き
ず
、
種
苗
購
入
費
に
数
百
万
円
か
か
る
こ
と
が
重
荷
に
な
り
、
一
年
で
収
入
に
な

る
ワ
カ
メ
養
殖
の
方
が
有
利
で
あ
る
と
の
判
断
が
業
種
転
換
に
拍
車
を
か
け
た
。
と
り
わ
け
若
い
人
ほ
ど
先
行
き
に
見
切
り
を
つ
け
、

土
木
工
事
の
作
業
員
に
転
職
し
た
と
い
う
。

大
島
で
営
ま
れ
て
い
る
カ
キ
養
殖
は
筏
式
と
延
縄
式
の
二
種
類
で
あ
る
。
筏
式
は
波
静
か
な
大
島
瀬
戸
を
中
心
と
す
る
内
湾
で
営
ま

れ
、
筏
の
サ
イ
ズ
は
一
三
×
六
メ
ー
ト
ル
が
標
準
で
、
こ
の
筏
に
一
三
八
―
一
四
五
本
の
垂
下
連
を
吊
る
す
。
延
縄
式
は
航
路
に
面
し

た
気
仙
沼
湾
側
が
漁
場
で
、
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
幹
綱
を
ダ
ブ
ル
で
張
り
、
垂
下
連
数
は
筏
式
と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
。
垂
下
連
の
長
さ

は
漁
場
の
水
深
に
よ
っ
て
異
な
り
、
内
湾
の
浅
い
と
こ
ろ
で
は
四
尋
（
約
六
メ
ー
ト
ル
）、
航
路
筋
の
深
い
と
こ
ろ
で
は
一
二
尋
（
約

一
八
メ
ー
ト
ル
）
で
、
垂
下
連
に
吊
る
す
原
盤
数
は
浅
い
所
で
一
二
、
三
個
、
深
い
と
こ
ろ
で
二
三
―
二
五
個
に
な
る
。

震
災
後
の
二
〇
一
四
年
一
一
月
ま
で
の
年
累
計
出
荷
額
は
、
殻
付
が
〇
・
三
二
億
円
、
む
き
身
は
〇
・
四
七
億
円
、
合
わ
せ
て
〇
・

七
九
億
円
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
震
災
前
の
二
分
の
一
ほ
ど
だ
。
生
産
者
が
半
分
以
上
や
め
て
い
る
の
で
い
た
し
か
た
な
い
が
、
殻
付

出
荷
が
む
き
身
出
荷
の
倍
と
な
り
、
震
災
前
に
較
べ
る
と
逆
転
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
む
き
身
は
漁
協
共
販
に
出
荷
し
て
い
る

が
、
殻
付
は
出
張
所
の
独
自
販
売
で
メ
イ
ン
の
出
荷
先
は
北
海
道
で
あ
る
。
北
海
道
以
外
で
は
地
元
の
「
マ
ル
タ
水
産
」
や
石
巻
の

「
丸
ほ
保
原
商
店
」
な
ど
に
も
出
荷
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
殻
付
カ
キ
の
出
荷
時
期
は
三
―
七
月
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
で
あ
り
、
お

そ
ら
く
北
海
道
で
「
夏
ガ
キ
」
に
化
け
て
流
通
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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津
波
の
傷
跡

島
の
北
部
は
亀
山
が
そ
び
え
、
島
の
南
部
は
低
い
丘
陵
が
続
く
。
津
波
は
島
の
東
海
岸
の
田
中
浜
と
小
田
の
浜
か
ら
侵
入
し
た
。
田

中
浜
か
ら
侵
入
し
た
津
波
は
島
を
横
断
し
、
西
側
の
浦
の
浜
漁
港
に
達
し
た
。
ち
ょ
う
ど
亀
山
の
山
麓
に
あ
た
り
、
北
部
と
南
部
が
く

び
れ
た
地
形
の
場
所
で
あ
る
。
一
方
、
小
田
の
浜
か
ら
の
津
波
は
島
の
中
央
部
を
は
し
る
道
路
に
阻
ま
れ
、
島
を
横
断
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
明
治
の
三
陸
津
波
で
は
沖
か
ら
来
た
津
波
が
島
を
横
断
し
た
が
、
道
路
建
設
で
地
盤
高
が
高
く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
幸
い
し

た
。被

災
後
数
日
は
外
部
と
の
連
絡
は
遮
断
さ
れ
、
島
は
孤
立
状
態
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
震
災
の
犠
牲
者
は
三
一
人
、
う
ち
漁
協
の
正
組
合
員
は
六
人
で
あ
る
。
家
屋
の
流
失
は
一
三
六
棟
、
半
壊
は
六
八
棟
で
あ
っ
た
。

漁
船
約
七
〇
隻
が
流
さ
れ
、
養
殖
施
設
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
。
養
殖
施
設
は
二
〇
一
〇
年
の
チ
リ
沖
津
波
で
も
壊
滅
的
な
打
撃

を
受
け
、
一
年
か
け
て
復
旧
し
、
よ
う
や
く
始
め
よ
う
と
い
う
矢
先
に
東
日
本
大
震
災
に
遭
遇
し
た

の
で
あ
る
。

北
部
の
集
落
を
回
っ
て
か
ら
南
部
に
移
動
。
気
仙
沼
市
役
所
の
大
島
支
所
で
『
大
島
誌
』
を
見
せ

て
も
ら
い
、
近
く
の
雑
貨
屋
で
養
殖
に
関
す
る
部
分
を
コ
ピ
ー
し
た
。

津
波
が
侵
入
し
た
田
中
浜
で
は
、
高
さ
一
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
土
砂
が
積
ま
れ
、
防
波
堤
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
た
。

観
光
と
農
業

漁
業
・
養
殖
業
以
外
の
大
島
の
産
業
は
観
光
業
と
農
業
で
あ
る
。

島
に
は
十く
ぐ
な
り
は
ま

八
鳴
浜
、
小
田
の
浜
、
田
中
浜
な
ど
の
砂
浜
が
あ
り
、
震
災
前
は
多
く
の
海
水
浴
客
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
ま
た
、
亀
山
、
小
亀
山
、
龍
舞
崎
な
ど
の
景
勝
地
も
あ
る
。
島
に
は
旅
館
亀
山

防波堤の工事が進む津波が侵入した田中浜


